
福島の復興の現状と今後の取り組み
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(参考） 生活環境整備の状況
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４．移住・定住等の促進
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５．イノベーション・コースト構想
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(参考) 国際教育研究拠点の法人形態等について
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(参考) 福島復興再生特別措置法の一部を改正する法律案について(概要)
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(参考) 東日本大震災・原子力災害伝承館について

■建物概要
施設面積：約5,200㎡

■館長
高村 昇（たかむら のぼる）教授

長崎大学原爆後障害医療研究所
国際保健医療福祉学研究分野教授

 平成28年8月に双葉町への立地を決定。平成29年3月に「東日本大震災・原子力災害アーカイブ拠点施設 基本構

想」を策定し、平成29年度より施設設計に着手、平成30年度に着工。令和２年９月20日に開館。

 福島県だけが経験した、複合災害の記録と教訓を後世に伝えるとともに、復興に向けて力強く進む福島県の姿
や、これまでの国内外からの支援に対する感謝の思いを発信することを目的とする。

■所在地

■施設外観

双葉郡双葉町中野地区内
（復興祈念公園、双葉町産業交流センターと隣接）

■事業概要
１．収集・保存
関連資料の収集・保存、オーラルヒストリー等の記憶も残す

２．調査・研究
複合災害の教訓を生かし、原子力防災などの充実・強化と
専門分野の人材の育成につなげる

３．展示・プレゼンテーション
福島の「光と影」を伝え、今、そしてこれからをプレゼンテー
ションする

４．研修
原子力災害の経験に基づく研修プログラムの提供
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(参考) 東日本大震災・原子力災害伝承館について(施設内の様子）

震災前の地域生活から、震災・原発
事故の発生、住民避難、復興に向かう
歩みを７面巨大スクリーンで表現。

平穏な日常が、震災・原発事故により
大きく変化した状況を時系列で提示。

震災・原発事故発生直後の情報、
避難生活等、初期対応の記録を
教訓として後世に継承。

復興に挑戦する福島を紹介。県政や行政が
新しい街づくりに挑戦する情報を発信。

原発事故の長期化す
る影響に、どのように対
応してきたのかを紹介。

平穏な日常が、震災・原発事故に
より、どのように変化したのか、証言
や思い出の品等の展示を通して、
県民の想いを伝達。


